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１．会社概要

岩崎工業株式会社 /

【奈良本社】
【三重プラント】
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所在地 【本社】奈良県大和郡山市高田町421-2 【三重プラント】三重県松阪市広陽町10

設立 1957年（創業：1934年）

資本金 100,000,000円

売上 2,500,000,000円（2024年3月期）

従業員数 83人（男性73%/女性27%）

事業内容
① プラスチック家庭日用品等の製造販売

② プラスチック医療機器の製造販売



２．製品紹介

保存容器 弁当箱 冷水筒

キッチン用品 ゴミ箱 医療器具

家庭日用品・医療機器合計：１５００点
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VIETNAM

①原料調達

3．原料調達から輸出までの流れ
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②生産

JAPAN８５％

VIETNAM１５％

【生産拠点】

③ベトナムからの輸入(EPA利用)

VIETNAM

【EPA利用前：3.9%】

※関税

【利用後：０%】

④日本からの輸出(EPA活用)



４-1．関税番号変更

保存容器

COLORED

COLLECTOR 

CAN ROUND
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ゴミ箱

HS CODE
3924.90

HS CODE
3924.10

KEEPOT

非原産(樹脂)

ポリプロピレン(PP) 3902.10

スチレンーアクリルニトリル

(SAN)

飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ(PCT)

3903.20

3907.99

品番

A-1083

A-1084

A-1085

A-1087

A-1082

原産品名

L-1060(白・茶)

L-1061(白・茶)

L-1062(白・茶)

ポリプロピレン(PP) 3902.10



樹脂名 HS CODE 製品画像 HS CODE 製品品番 産品名

ポリプロピレン

(PP)
3902.10

3924.10 A-1082 KEEPOT
飽和ポリエステル

(PCT)
3907.99

スチレン・アクリルニトリル

(SAN)
3903.20

ポリプロピレン

(PP) 3902.10 3924.90 L-1061
COLORED COLLECTOR

CAN ROUND
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４-2．原産品判定

判定受付番号：

利用協定 日タイ協定
生産国 日本

生産場所
岩崎工業株式会社
三重工場（三重県松阪市広陽
町10）

適用原産地規則 関税番号変更基準（CTH、4桁変更）

HSコード 産品名 HSコード 部品（材料）名 金額 原産／非原産

3924.90 COLORED COLLECTOR CAN ROUND 3902.10 ポリプロプレン 非原産
3924.90 COLORED COLLECTOR OVAL 3902.10 ポリプロプレン 非原産
3924.90 SWING SLIM PAIL 3902.10 ポリプロプレン 非原産
3924.10 EASY CARE CONTAINER 3902.10 ポリプロピレン 非原産

3902.10 ポリプロピレン 非原産
3907.99 飽和ポリエステル 非原産
3903.20 スチレン-アクリルニトリル 非原産
3902.10 ポリプロプレン 非原産
3903.20 スチレン-アクリルニトリル(SAN) 非原産
3903.30 アクリロニトリル-ブタジエン-スチレン(ABS) 非原産

3924.10 KEEPOT

3924.10 K-1264 SLIDE PITCHER

利用協定：２国間協定

適用原産地規則：関税番号変更基準（CTH、4桁変更）



４-3．特定原産地証明書
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承認済み原産品名
にまとめる
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５. 海外取引におけるEPA利活用

2001年(平成13年) OEM形式にて中国上海(委託工場)にて生産・加工貿易での製品輸入開始。

2005年(平成17年)
OEM形式にてベトナムホーチミン(委託工場)にて生産・加工貿易での製品輸入開始

全米ハウスウェアショーに初出展。以降、積極的な海外販路開拓を開始。

2009年(平成21年)
日ベトナム協定が締結され、EPA基づく特定原産地証明書を発給してもらうことで、MFN

税率3.9%がFREEになることがわかり、委託先に発給を依頼し利用を開始。

2015年(平成27年)
マ レ ー シ ア への輸出開始 MFN税率20％ 0％

オーストラリアへの輸出開始 MFN税率 5％ 0％

2017年(平成29年) インドネシア への輸出開始 MFN税率20％ 0％

2019年(令和元年)

ベ ト ナ ム への輸出開始 MFN税率22％ 0％

タ イ への輸出開始 MFN税率30％ 0％

中国上海(委託工場)での生産終了。

2023年(令和5年) フ ィ リ ピ ン への輸出開始 MFN税率15％ ０％ 顧客からの要望なく利用せず。

2024年(令和6年) イ ン ドへの販路拡大の為、市場調査開始。 MFN税率15％
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６. 2023年度輸出実績とEPA利用

▽原産品判定依頼（輸出国毎） 承認

産品利用21回目以降は  1産品あたり50円

※2：原本ではなく、データでの利用が可能になっているが、

輸入者の要望で、原本が必要な場合は原本を送付してい

る。

※1：基本料2000円＋１産品あたり500円

２国間協定の利用の流れ
輸出国毎に原産品判定依頼

▽交付 （ダウンロードでの利用が可能）

▽ データをメールにて輸出国(輸入者)に送付 ※2

▽発給手数料納付※1

▽交付準備完了

▽証明書（日本商工会議所）発給申請

【間接輸出】

2018年6月～2023年2月 日ベトナム ▷同意通知

2023年6月～ 日マレーシア ▷同意通知

輸出額の国別割合(2023年度)

出荷総額に対するEPA利用割合(2023年度)

香港
27.2%

アメリカ
25.0%

台湾
21.1%

インドネシア

11.6%

フィリピン
7.9%

シンガポール

4.9%

ベトナム
1.7% タイ

0.6%

利用なし
54.0%

FREE
32.0%

日インドネシア
11.6%

日ベトナム
1.7% 日タイ

0.6%
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ご清聴ありがとうございました
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